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評価書作成時以降の現地調査で確認さ
れた重要種の環境影響について

５. 動植物
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■作業の目的

■作業内容

■作業項目
項 目 分類群

動物 哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、底生動物、
クモ類、陸産貝類

植物 種子植物・シダ植物、付着藻類、蘚苔類、藻類、高等菌類

「肱川水系山鳥坂ダム建設事業 環境影響評価書（以下「評価
書」）」作成時以降の現地調査等で確認された重要種について、
各種レッドリスト等の更新や過去委員会での審議結果を踏まえ
て、環境影響の再確認を行った。

(1)評価書作成時以降の現地調査等で確認された種の整理
(2)新たに重要な種に該当する種の抽出
(3)新たに予測対象となる種の検討
(4)予測概要（案）の整理

５. 動植物
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項目

環境影響評価書作成時
環境影響評価書作成時以降の現地調査

で確認された種を含めた整理

確認種数
(※1)

重要な種の
種数（※2）

予測対象種数 確認種数
重要な種の
種数（※3）

評価書以降
新たに重要な種
に該当する種

哺乳類 26種 4種 4種 27種 3種 1種

鳥類 134種 40種 36種 148種 44種 7種

爬虫類 13種 8種 8種 13種 9種 1種

両生類 11種 4種 4種 11種 8種 4種

魚類 43種 12種 11種 43種 21種 10種

昆虫類 2548種 14種 14種 2555種 44種 33種

底生動物 321種 8種 8種 339種 18種 9種

クモ類 226種 2種 2種 228種 3種 1種

陸産貝類 35種 3種 3種 49種 7種 4種

合 計 3357種 95種 90種 3413種 157種 70種

現地調査で確認された種数、重要な種の種数（動物）

※1：現在の分類体系で再集計しているため、項目によって評価書掲載種数と異なる場合がある。
※2：環境影響評価書作成時当時の重要種選定基準
※3：最新（2023年12月時点）の重要種選定基準

５. 動植物
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今回、予測評価を検討する種（動物）（1/3）

項目
評価書以降新たに重要な種

に該当する種
これまでの委員会

で審議済の種
今回検討対象

とする種

哺乳類 1種 テングコウモリ 1種 テングコウモリ 0種 －

鳥類 7種

シロエリオオハム、ヒクイ
ナ、オジロワシ、ノスリ、
ヤマセミ、ブッポウソウ、
チゴモズ

2種 ノスリ、ヤマセミ 5種

シロエリオオハム、
オジロワシ、ヒクイ
ナ、ブッポウソウ、
チゴモズ

爬虫類 1種 タカチホヘビ 1種 タカチホヘビ 0種 －

両生類 4種
ヤマアカガエル、ツチガエ
ル、シュレーゲルアオガエ
ル、カジカガエル

4種

ヤマアカガエル、ツチ
ガエル、シュレーゲル
アオガエル、カジカガ
エル

0種 －

魚類 10種

ゲンゴロウブナ、ワタカ、
ハス、オイカワ、ホンモロ
コ、スゴモロコ、ギギ、ワ
カサギ、ニッコウイワナ、
オオヨシノボリ

4種
オイカワ、ギギ、ワカ
サギ、オオヨシノボリ 6種

ゲンゴロウブナ、ワ
タカ、ハス、ホンモ
ロコ、スゴモロコ、
ニッコウイワナ

５. 動植物
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項目
評価書以降新たに重要な種に

該当する種
これまでの委員会

で審議済の種
今回検討対象

とする種

昆虫類 33種

アジアイトトンボ、ヒメアカネ、
クツワムシ、ヒメハルゼミ、キイ
ロサシガメ、ホソマキバサシガメ、
オオミノガ、ホソバセセリ、ミヤ
マチャバネセセリ、クモガタヒョ
ウモン、キシャチホコ、トビギン
ボシシャチホコ、ブナアオシャチ
ホコ、ヤネホソバ、フタスジヒト
リ、スゲドクガ、アオアトキリゴ
ミムシ、オオヒラタアトキリゴミ
ムシ、オオヨツアナアトキリゴミ
ムシ、ミツアナアトキリゴミムシ、
シイノキメクラチビゴミムシ、ア
イヌハンミョウ、コニワハンミョ
ウ、シジミガムシ、コカブトムシ、
コブナシコブスジコガネ、ヘイケ
ボタル、ミドリカミキリ、トラフ
カミキリ、オオセイボウ本土亜種、
トゲアリ、ヤマトアシナガバチ、
モンスズメバチ

30種

アジアイトトンボ、ヒメアカ
ネ、クツワムシ、ヒメハルゼ
ミ、キイロサシガメ、ホソマ
キバサシガメ、オオミノガ、
ホソバセセリ、ミヤマチャバ
ネセセリ、クモガタヒョウモ
ン、キシャチホコ、トビギン
ボシシャチホコ、ブナアオ
シャチホコ、ヤネホソバ、フ
タスジヒトリ、スゲドクガ、
アオアトキリゴミムシ、オオ
ヒラタアトキリゴミムシ、オ
オヨツアナアトキリゴミムシ、
ミツアナアトキリゴミムシ、
シイノキメクラチビゴミムシ、
アイヌハンミョウ、コニワハ
ンミョウ、シジミガムシ、コ
ブナシコブスジコガネ、ヘイ
ケボタル、トラフカミキリ、
トゲアリ、ヤマトアシナガバ
チ、モンスズメバチ

3種

コカブトムシ、
ミドリカミキ
リ、オオセイ
ボウ本土亜種

今回、予測評価を検討する種（動物）（2/3）
５. 動植物



項目
評価書以降新たに重要な種

に該当する種
これまでの委員会

で審議済の種
今回検討対象

とする種

底生動物 9種

ハブタエヒラマキガイ、マ
シジミ、ミヤマサナエ、タ
ベサナエ、エゾトンボ、キ
ボシケシゲンゴロウ、シマ
ゲンゴロウ、キベリマメゲ
ンゴロウ、シジミガムシ

9種

ハブタエヒラマキガ
イ、マシジミ、ミヤ
マサナエ、タベサナ
エ、エゾトンボ、キ
ボシケシゲンゴロウ、
シマゲンゴロウ、キ
ベリマメゲンゴロウ、
シジミガムシ

0種 －

クモ類 1種 コガネグモ 1種 コガネグモ 0種 －

陸産貝類 4種
サドヤマトガイ、トサギセ
ル、ヒメカサキビ、サドタ
カキビ

3種
トサギセル、ヒメカ
サキビ、サドタカキ
ビ

1種 サドヤマトガイ

今回、予測評価を検討する種（動物）（2/3）
５. 動植物
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予測概要（動物）（案）

予測対象外
（鳥類）シロエリオオハム、オジロワシ、チゴモズ
（魚類）ゲンゴロウブナ、ワタカ、ハス、ホンモロコ、ス
ゴモロコ、ニッコウイワナ

Aグループ（影響を受ける）

・事業の実施により、生息環境の消
失又は生息環境として適さなくなる
と予測される。

Cグループ （影響はない）

・事業の実施による影響はないと予測
される。

（鳥類）ヒクイナ

Bグループ（影響は小さい）

・事業の実施により、生息環境の一部の消失又は直接改
変以外の影響を受けると予測されるが、生息は維持され
ると予測される。

（鳥類）ブッポウソウ
（昆虫類）コカブトムシ、ミドリカミキリ、

オオセイボウ本土亜種
（陸産貝類）サドヤマトガイ

予測地域(周辺域)を主要な生息地としている
YES NO

今回検討対象とする種

生息環境と事業計画(直接改変区域)の重ね合わせ

直接改変・直接改変以外の影響の把握

５. 動植物
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項目

環境影響評価書作成時
環境影響評価書作成時以降の現地調査

で確認された種を含めた整理

確認種数
（※1）

重要な種の
種数（※2）

予測対象
種数

確認種数
重要な種の
種数（※3）

評価書以降
新たに重要な種に

該当する種

種子植物・
シダ植物

1147種 64種 45種 1234種 94種 29種

付着藻類 267種 0種 0種 327種 0種 0種

蘚苔類 194種 4種 4種 200種 5種 1種

藻類 2種 2種 1種 2種 2種 0種

高等菌類 260種 4種 4種 261種 2種 1種

合 計 1870種 74種 54種 2024種 103種 31種

現地調査で確認された種数、重要な種の種数（植物）

５. 動植物

※1：現在の分類体系で再集計しているため、項目によって評価書掲載種数と異なる場合がある。
※2：環境影響評価書作成時当時の重要種選定基準
※3：最新（2023年12月時点）の重要種選定基準



9

項目
評価書以降新たに重要な種

に該当する種
これまでの委員会

で審議済の種
今回検討対象

とする種

種子植物・
シダ植物

29種

イワヤシダ、イワヒトデ、
セトヤナギスブタ、ホッ
スモ、ヒナノシャクジョ
ウ、チャボホトトギス、
シラン、ハルザキヤツシ
ロラン、アケボノシュス
ラン、シュスラン、ムヨ
ウラン属の一種、フウラ
ン、カヤラン、ヒメコウ
ガイゼキショウ、メアオ
スゲ、ミズキカシグサ、
タチハコベ、ヤマゴボウ、
マルミノヤマゴボウ、ヘ
ツカニガキ、アイナエ、
イガホオズキ、マルバノ
サワトウガラシ、シソク
サ、イワヨモギ、タウコ
ギ、コバナガンクビソウ、
イズハハコ、オカオグル
マ

25種

イワヤシダ、イワヒト
デ、セトヤナギスブタ、
ホッスモ、ヒナノシャ
クジョウ、ハルザキヤ
ツシロラン、アケボノ
シュスラン、シュスラ
ン、ムヨウラン属の一
種、フウラン、カヤラ
ン、ヒメコウガイゼキ
ショウ、メアオスゲ、
ミズキカシグサ、タチ
ハコベ、ヤマゴボウ、
マルミノヤマゴボウ、
アイナエ、イガホオズ
キ、マルバノサワトウ
ガラシ、シソクサ、タ
ウコギ、コバナガンク
ビソウ、イズハハコ、
オカオグルマ

4種

チャボホトト
ギス、シラン、
ヘツカニガキ、
イワヨモギ

今回、予測評価を検討する種（植物）（1/2）
５. 動植物



10

項目
評価書以降新たに重要な種

に該当する種
これまでの委員会

で審議済の種
今回検討対象

とする種

付着藻類 0種 － 0種 － 0種 －

蘚苔類 1種 ウキウキゴケ 1種 ウキウキゴケ 0種 －

藻類 0種 － 0種 － 0種 －

高等菌類 1種 クロヒメオニタケ 1種 クロヒメオニタケ 0種 －

今回、予測評価を検討する種（植物）（2/2）
５. 動植物
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予測概要（植物）（案）

予測対象外
(種子植物・シダ植物) シラン、イワヨモギ

Dグループ(影響がない又
は影響の程度が小さい)

・事業の実施による影響はない
か、影響の程度が小さいと予測
される。

（種子植物・シダ植物）
チャボホトトギス、ヘツカニガキ

Aグループ(直接改変による
影響の程度が大きい)

・事業の実施に伴う直接改変に
より生育地点または生育個体の
多くが消失すると予測される。

Bグループ（直接改変及び
それ以外の影響を合わせた

程度が大きい）

・事業の実施に伴う直接改変及
びそれ以外の影響を合わせると、
生育地点または生育個体の多く
が消失する可能性があると予測
される。

Cグループ(直接改変以外
の影響の程度が大きい)

・事業の実施に伴う直接改変以
外の影響により生育地点または
生育個体の多くが消失する可能
性があると予測される。

予測地域(周辺域)を主要な生育地としている
YES NO

今回検討対象とする種

生息環境と事業計画(直接改変区域)の重ね合わせ

直接改変・直接改変以外の影響の把握

５. 動植物


